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＃１ イントロダクション 

小湊：時間になりましたので始めた

いと思います。二時間という限られ

た時間ですのでなるべく効率的にや

っていきたいと考えています。私は

全体のコーディネートをやっており

ます小湊と申します。よろしくお願

いします。今日はそれ以外にですが、

ファシリテータとして３人の方にご

協力をいただこうと思っております。

立命館大学の浅野さん、福岡大学の

佐藤さんニューヨーク州立大学の本

田さんです。本田さんと佐藤さんに

は明日の担当者集会のほうでも IR の分科会でもご報告をいただきます。今日は、「IR 機能の大学

における具体化」とありますが、要はある一定の特定の課題に対するレポートをどのように作成

していけばいいのか、というのをみなさんで議論する場をこちら側としては提供させていただい

た、と思っております。何か答えがあるわけではありません。というのも大学の、うーん、あん

まり言うと誘導になってしまうんで難しいですが、どの辺にレポートの狙いを定めるのか、とい

うのは大学によってもいろいろ事情が異なるでしょうし違ってくるはずだと、個人的には思って

います。ただここではですね、みなさんそれぞれご所属の大学が違うとは思いますけれども、そ

こは話し合っていただいてですね、ある特定の像を描きながらどういうレポートを構成していけ

ばいいのか、ということを、まずはざっくばらんに話していただいて、その中でご自身の大学に

帰っていただいたときに、考える手がかりですね、それをここでひろって帰っていただければ、

と思って場を設定させていただきました。 

 

 

＃２ タイムテーブル 

小湊：ワークショップの進め方です。

事前に二つの課題について、データ項

目について調べてきてください、とい

うお願いをさせておきました。まあ、

できる範囲でかまわない、ということ

でお願いしたわけですが、申し訳あり

ません、ちょっと修正させていただき

ます。二つの課題ですが、やはりじっ

くりやろうと思うとかなり時間を取

るだろう、ということが想定されたの

で、今回はですね、課題２のほう、教

育の質保証に関するレポート作成に
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班毎の報告 15:40～16:00 

課題ワーク2 16:00～16:40 

班毎の報告 16:40～17:00 
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絞りながらこのワークショップを進めさせていただきたい、と考えています。あの、国際化につ

いてデータ項目を調べてきていただいたと思うのですが、申し訳ありませんけど、今回は課題の

２のほうを中心にやらせていただきたい、と思っておりますのでご了承ください。だいたいです

ね、２つのワークを中心にやっていきます。課題ワークの１というのがですね、まずはみなさん

に調べてきていただいた収集可能なデータ項目を使って、つまり今、手元にあるデータを使って

課題に対してどういうレポートが提供できるか、ということを議論していただこうと思っていま

す。それをだいたい 20 分弱くらい取りたいと思っています。それを班ごとに報告いただいた後、

課題ワーク２というところで、じゃあもう少し狙いを定めた理想的なレポートを作成するために

はどういう項目立てや、どういうデータ、場合によっては収集ができていないデータもあるかと

思うのですけども、それをどういう風に集めて、それをレポートに反映させていくのか、という

ところまで含めて議論していただこう、というのが課題ワーク２のテーマ、ということになりま

す。それをまとめていただいたものをまた班ごとに報告していただいて、このワークショップを

締めたい、と思っております。 

 

 

＃３ 議論していただきたいこと 

小湊：少し話をさせていただきまし

たけれども、「課題に取り組むにあた

って」ですが、レポートを作成して

いただくわけなので、そのレポート

の全体のねらいですね。どのへんに

ターゲットや照準を定めるのか、と

いうことをある程度考えなければ、

どういう項目立てにすればいいのか

分からなくなる可能性があります。

なので、ねらいの部分を少し考えて

いただきたい、と思います。そして、

これは繰り返しになりますが、「理想

的と考えられるレポートの目次構成と使うデータ項目」ですが、これはまあ、課題ワークの２の

ところでやっていただくことになります。１のところではやらないことになります。３つ目が「収

集可能なデータと不可能なデータの整理」ですね。これはなぜ提示させていただいたか、という

と日本の大学の場合はですねそれぞれの部署がどういうデータを持っているか、というのは部署

の内部にいる方はお分かりかもしれませんが、部署を超えてしまうとデータの所在というものが

実は意外に不透明な部分になります。だからこういったものも議論していただきたいな、と思い

ます。すみません、いま、この部屋が暑いものですから、ここをオープンにして、広くしていま

す。ドタバタしていますが、聞こえにくかったらおっしゃってください。それで４つ目ですけど、

たぶん一番ここが難しいし、議論が白熱するところだと思われますが、まあ、専門家の方も何人

かチラホラといらっしゃるようですけども、今現在、集めることができていないデータ項目で、

でもやっぱり将来的には集めなくてはならない学生関連の調査ものっていっぱいあると思うんで

課題に取り組むにあたって

レポートのねらい

理想的と考えられるレポートの目次構成と使
うデータ項目

収集可能なデータと不可能なデータの整理

収集不可能なデータの今後の収集方法

以上について検討してください。
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すね。そういったデータをですね、どうやって実際集めるのか、ということですね。もしそれが

アンケートという形式であれば、アンケートの項目をどうするのか、ということは一つ大きな問

題になりますし、それで集めたデータが本当に使えるデータになり得るかどうか、という検証は

当然やらなくてはならないわけですし、考え出すときりが無いわけですけれども、そういったこ

とを、ざっくばらんに、ちょっと意見交換していただければ、と思います。まあ、最低限、こうい

った項目について、それぞれのワークの中でですね、議論していただければ、と思っております。

よろしいでしょうか。今日はグループワークを中心にやる、ということで事前に席の指定をさせ

ていただいております。教員、職員をある程度バランスよく分けたつもりではいますが、ここで

一つお願いですが、あ、この注意はもう少しあとでしましょう。それぞれ所属がグループの中で

違うと思いますので、まず簡単にグループの中で、所属とお名前だけでかまいませんので自己紹

介をしていただきたい、と思います。といいますのも、これからの２つのグループワークは、お

互い知恵を出し合いながら協力しながらやらなければ、一歩も先に進めないわけですから、ここ

でまず一番ベーシックな信頼関係を築いていただきたい、と思いますので、まずは自己紹介をお

願いします。 

 

江原：ここ３人なんですけど。非常に不利なんですけど。なんとかしていただけると助かります。 

小湊：１人ですね。分かります、分かります。すみません、はい、大川さん、そちらに移ってもら

えますか、すみませんねえ。別にレポートの内容を競うわけではないですから、あまり肩肘

張らずにやっていただければ、と思います。では、簡単な自己紹介をグループごとにしてい

ただければ、と思います。それではよろしくお願いします。 

 

（この間、約２分） 

 

小湊：さて、まだ、ガラガラうるさいんですが、先に進めさせていただいてよろしいですかね。

あ、まだ終わってないですね。どうぞ。 

 

（この間、約３分） 

 

小湊：はい、では、先に進めさせていただきます。まだ、パネルが全部収まってません。すみま

せん。まずみなさんに＃＃＃してもうらおうかと思います。今日は非常に天気がいいのです

が、みなさん目を瞑ってください。今、夜だと想定して、お月様が出ている様子を思い浮か

べていただけますか。イメージちょっとついたでしょうか。目を開けていただいて結構です。

それで、まず満月をイメージされた方は（結構手が挙がる。）半月をイメージされた方（ま

ったくいない）。三日月をイメージされた方（そこそこいる）。やっぱり、こう違うわけです

ね。同じ言葉を使っていてもですね、やはり、伝わるイメージというものが人によって受け

止め方がずいぶん違う場合がやっぱり出てきます。同じ大学関係者であっても、同じ言葉を

使っていても、例えば学生という言葉一つをとってもみても、その学生にどういうイメージ

が伝わっているか、当然自大学の学生のイメージの場合もあるでしょうし、一般的なイメー

ジもあるのかもしれませんが、人によって随分違いますので、その辺のすりあわせは、十分
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注意をお互いにしながらですね、摺り合わせをやっていただきたい、と思っています。これ

は協働のワークになりますので。ですので、特に教員の先生方にお願いしたいのは、私も含

めてそうなんですが、教員の修正としてしゃべりたいことを一方的にしゃべってしまう悪

い癖がある場合が出てくる場合がたまにあります。そうなってしまうとですね、せっかくの

議論が、ある特定の方向に誘導されかねないので、なるべく回りの方の意見も伺いながら自

分の意見もうまくそこに摺り合わせて載せていけるような議論をしていただけると助かり

ます。あともう一つですね。もう一度目を瞑ってください。じゃあ北と思う方向を指差して

みてください。（みなさん、それぞれ思い思いの方向を指差す）はい、目を開けてください。

みなさん、それぞれ指す方向が違いますね。私たちは、これからある１つのレポートを作成

するという目標に向かって、みなさん、グループで力を合わせていただきたいわけですね。

なので繰り返しになりますが、自分はこうやりたい、という想いもあるかもしれませんけど、

そこもみなさんとうまく摺り合わせをしながら１つのゴールに向かって協力してワークシ

ョップを進めていただきたい、と考えておりますので、どうかよろしくお願いします。 

 

 


